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 ソウルのホテルを出たのが 8 時過ぎ。それからバスは高速道路を南下し、途中 2 度の休憩を




の日はこの建物に、「歓迎専修大学社会科学研究所訪問団 全南大学 5.18 研究所」の横断幕が
大きく掲げてあった。全南大学内にあるこの 5.18 研究所は 1996 年に設置され、始めは学外に
置かれていたが、のちに全南大学内に移転され現在に至っている。建物の入り口ロビーには当
時の写真が壁一面に大きく掲げてあり、資料室、展示場などが備えられている。 






























 あの「事件」から、もう 29 年もたった。それについて私がまとまりもつかないまま述べるよ
りも、当時その場にいた呉在一氏による「1980 年 5 月 光州事件、その後の経過と現在」（『中
央大学社会科学研究所年報』第 2 号、1998 年、293－317 頁）を参照してもらえば十分なのだが、
文脈上、簡単に触れておく。 








の 1980 年 5 月に、あの「光州事件」が起きたのだった。この本の著者は同書第 3 章「ソウルの
春」に続いて、第 4 章のタイトルを「再び暗闇へ」とせざるを得なかった。全斗煥は韓国全土
の民主化運動を武力で鎮圧し、その象徴的ターゲットを金大中の出身地光州に定めた。 
 1980 年 5 月 14 日から始まった学生デモをきっかけに、光州市に投入された軍隊による市民
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よると、公式には死者 157 名。しかし、氏からいただいた資料では、1990 年補償法制定によっ
て始まった犠牲者の補償は、2006 年に終了した第 5 次までで、負傷後の死亡を含めた死亡者 253
名（申請数 335 件）、行方不明者 76 名（同 405 件）、負傷者 3,334 名（同 5,075 件）、連行拘禁
者 1,376 名（同 1,833 件）を対象としている。現在引き続き第 6 次の業務が進行中であるが、
件数は上記の傾向を大きく変えるほどではない。 
 1980 年前後の私のスクラップ･ブックには朴正熙大統領射殺、戒厳令の全国拡大、「光州事件」、
全斗煥の大統領選出、さらに金芝河釈放、そして翌 81 年 1 月の金大中「無期」へ減刑の記事な
どがあり、「光州事件」を前後する当時の韓国情勢に大きな関心を払っていたことを感慨深く思
い起こさせる。「光州事件」については 1980 年 5 月 22 日から 27 日付けまでの大小の新聞（朝
日新聞）切り抜きが 11 枚。5 月 22 日「光州、市街戦の様相」、夕刊には「韓国、今や内乱状態 
市民が光州制圧説」、そして 27 日夕刊には一面大見出しで「戒厳軍、光州を制圧 学生ら死傷
多数｣の文字が躍っている。ほとんどが｢戒厳当局｣発表によって構成された記事ではあるものの、
5 月 27 日付けの記事には、現地情報として「死者最悪の 264 人？」という見出しの、かなり正
確な記事も見受けられる。そして 80 年 8 月 27 日の全斗煥大統領選出の記事と並ぶ連続 5 回の
特集記事「韓国はどこへ 『全斗煥体制』の出発」の中では、「光州事件では、当局発表でも
189 人の生命が失われ」た、とある。 
 この｢光州事件｣に関して、社研には 2008 年夏に、呉氏から、ハングル、日本語、英語の文献
やパンフレット、さらに DVD など多くの資料を送っていただいていた。私の方は 9 月と 10 月
ドイツ・ハレ大学に客員教授として行っていたので、帰国後にやっとそれら資料の中から日本
語と英語のものに目を通し始めた。その中には、1980 年 5 月 26 日、つまり武装した市民が立
て籠もっていた道庁ビルに軍が突入する前日、光州に入った「南ドイツ新聞」在東京特派員ゲ
プハルト・ヒールシャー氏の 5 月 28 日付の同紙の記事（Gebhard Hielscher, "A Nightmare in Idyllic 
Pastures", in "Kwangju in the Eyes of the World", Edited by Amalie M. Weber, Pulbit Publishing Co., 
1997, Seoul.）など、当時の外国人の証言を編集したものもあった。私は 2000 年とその翌年に
経済学部「社会教養特別講座」で統一後のドイツをテーマとして、ヒールシャー氏に講義をお
願いしたことがあり、その彼が事件当時光州に入っていたことを改めて知って感慨深かった。
彼は 1980 年のその日、道庁ビル内に安置してあった身元不明の遺体 13 体と、道庁ビル向かい
にある尚武館に並べてあった身元確認後の 60 の棺を目撃している。 
 この「光州事件」の現代的評価はどのようになされているのか。呉氏から寄贈された資料の
一つ、『1980 年 5 月の記憶』（Chung Sangyoug, Rhyu Simin (et al), Translated in English by Park 
Hye-Jin, "Memories of May 1980, a Documentary History of the Kwangju Uprising in Korea", Korea 
Democracy Foundation, Seoul, 2003.）に収録された一つのエッセイ「光州はよみがえるか？」（Jung 
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Keun-Sik, "Essay: Kwangju Revived?  Past, Present, and Future"）によると、「光州決起 uprising
の精神は、民主制の手続き上の確立以上に、人間の尊厳、自治的コミュニティ、民族統一の政
治的要求、平和と秩序の維持などのような価値の実現と見なされる」（p.410）のであり、さら
にこの光州決起の三局面－「すなわち 5 月 18 日から 21 日までの特殊戦闘部隊の無差別弾圧に
















































































は帰国後『社会科学研究所月報』（1995 年 1 月号）に「ナチズムへの抵抗運動と戦後ドイツ－
遺産の継承の仕方－」を書いた。 
 その小文の中で私の言いたかったことはこうだ。まず戦後のドイツ人にとって、また統一後










をやったのが 1944 年 7 月 20 日事件 50 周年の当日であり、かつ連邦国防軍共催で、その事件の
－ 74 － 
本部であったベンドラーブロックを式場に使うのだから、かのヴァルキューレ作戦を抵抗運動
の主役にしようとする意図は誰の目にも明らかだった。 



























下でのみ有効に守られるのであります。この確信こそが 1944 年 7 月 20 日の最も重要な遺言で
あります。」（Süddeutsche Zeitung, 21. Juli, 1994）保守党の党首であるこの首相にして、個人の
尊厳を何よりも強調するこの演説に、私は素直に敬意を表する。個人の尊厳を国家権力の上に










 彼は 1987 年『抵抗－理論と歴史の間の一つの問題－』（Peter Steinbach(Hrsg.), "Widerstand, Ein 
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に、子供・女性・精神障害者・カトリック・そしてナチの搾取要求に反抗した占領地の住民、
こうした人々に対する戦争を行なったのであるということは、あまり認識されていない。この
攻撃が根本において抵抗 Widerstand のいかなる手段も正当化する」（S.22）というのである。 
 同時に 7.20 事件とは、「悪に対する反抗 Auflehnung なのであり、それは最後の手段としての
暴君除去 Tyrannenmord（直訳すれば「暴君殺害」）なのであり、結局は戦争の恐怖の中でもま
だ広くナチズムと同一化されている国民の中での、信念を持った活動なのである。……すなわ











































 ところでこの 1987 年の『抵抗』におけるシュタインバッハの議論には、上述したように、飛
躍があった。すなわち、中世までの人民の抵抗権の伝統を論じたあと、すぐに現代に目をやり、






『ナチズムに対する抵抗』だ（Peter Steinbach/Johannes Tuchel (Hg.), "Widerstand gegen den 







































法第 20 条第 4 項を用いて「合法的」にその抵抗は排除されるだろう。つまり基本法第 20 条第
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 この質問に対して閔炳老氏は概略次のように答えた。1979 年の朴大統領暗殺後、全斗煥の 12
月クーデタと翌 1980 年の 5.18 が続く。直後に、全斗煥が大統領となり、さらに彼の盟友盧泰





た（この事情については、文京洙『韓国現代史』、岩波新書、2005 年、209 頁参照）。 



































 全南大学 5.18 研究所から記念財団まで、その日われわれの訪問した諸機関、諸施設が、記憶
の風化を防ぎ、記憶の生きた伝承のために、今後とも寄与されんことを。翌朝、われわれは光
州をあとにして蔚山へ向かった。 
